






要約  便色調カラーカードを用いた胆道閉鎖症のマススクリーニングを、広範囲の地域で

導入するための必要条件を検討するため、デルファイ法の手法を用いて、14 名の回答者

を対象とするアンケート調査を行った。その結果、検査の有効性については評価対象の患

者数を増加すぺきこと、スクリーニングの効果については健康改善効果が期待でき、その

導入の判断には追跡研究または前後研究が適しているとの意見が多数を占めた。


